


かつて湊町新潟の中心として繁栄した古町地区にお
いて、そのシンボルであった旧百貨店建物と、隣接
する周辺の建物とを一体的に不燃化、高度化すると
ともに、商業・業務・教育・行政など、様々な機能
を集約することで賑わいの創出を図る事業で、令和
４年に完成しました。

広域交通結節点である新潟駅の直近に位置し、オフ
ィス、先端技術にかかわる人材を育成する学校及び
マンションの整備により、ビジネス拠点や人材育成
拠点の形成、都心居住を推進し、都心部の再生・活性
化に貢献することが期待される事業です。（事業中）

旧百貨店及びその周辺の建物を共同で建替え、商業
施設・オフィス・住宅等とともに、バス待ち空間に
もなる広場など公共的な空間を整備する複合開発
で、市街地の安全性の向上や都市機能の集積による
賑わいの創出を図る事業です。

画像提供：西堀通５番町地区市街地再開発準備組合



　都心部で重複するバス路線を「萬代橋ライン」
として集約・効率化（H27）を図った他、鉄道高
架化を機に、新潟駅直下のバスターミナル整備
や、分断市街地を縦貫するバス路線を新設（R6）
し、利便性向上を図っています。

　白山駅～新潟駅間において整備を進めてきた
上所駅は、令和７年３月15日に開業を迎えま
した。引き続き、駅利用者の利便性向上のた
め、ロータリーや駐輪場など駅周辺の整備を進
めていきます。

　主に新潟駅、万代、古町をつなぐ都心軸周辺
のエリアを対象に、借りた場所に限らず、好き
なポートに自転車を返却できる特徴を活かし、
まちなかの回遊性向上や公共交通の補完機能と
して運用しています。

　主要バス停や拠点駅へと接続する公共交通を
地域の需要に応じて運行し、地域内の移動を確
保・維持していきます。

〔新潟駅バスターミナルで連節バスに乗車する様子〕 〔上所駅〕



2023年 コンテナ取扱量（単位：TEU)

1 5 4 , 6 3 0

3 0 , 3 4 0
1 1 , 4 4 2

2 4 , 6 5 7
6 8 , 3 0 7
6 7 , 2 5 1
2 7 , 6 7 8
1 2 , 0 1 0
2 0 , 2 7 4
4 , 7 4 8

※令和６年10月　国土交通省港湾局公表資料による

　（空コンテナ含む）



令和９
年春

（目標
）

※今後の整備により変更の可能性があります。

※令和７年４月１日現在

完成イメージ


